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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆ 時のたつのは速いもので，今年ももう12月を迎え
てしまいました．年末は何や彼やと忙しい限りです
が，一年を振り返り，来年に夢を託すのも良いもので
す．さて，一年の締めくくりとなる今月号は，9編の一
般投稿による構成となっております．
◆ 最初に，明治コンサルタントの重野氏ほかが新し
い定方位地層採取装置とその応用例について紹介し
て下さいました．私達の生活する大地の下には，過
去の環境やその変化を記録した地層があります．こ
れを調べるには大がかりなトレンチやボーリング等に
よる観察手法がありますが，迅速・安価で乱れが生じ
ない地層試料採取装置は簡便です．装置と，湿原の
堆積構造の調査風景・調査結果を，口絵とあわせて
お読み下さい．
◆ 続いては，元地質調査所所員で現在専修大学に
おられる苅谷氏ほかによる，ペルー中部のチャンカイ
谷の地形と地質の紹介です．ペルーのインカ文明は
有名ですが，それ以前にも遺跡があったことはあまり
知られていません．今回，これらの遺跡を育んだ背
後の自然環境を把握するために行われた2007年の調
査から，ペルーの地形・地質を語っていただいてい
ます．V字谷や氷河の影響を受けたU字谷などの地
形・地質の特徴が紹介されており，普段お目にかかれ
ない地形だけに，今後の調査の続報を期待したいと
思います．
◆ マイクロソフト社のExcelは，表計算ソフトとして多
くの方が使用していると思いますが，茂野氏はExcel
のプログラム開発環境を活用して，地球化学データを
図表示する方法と利用例を紹介しています．Excel
を高度に利用しようと考えている方は，これを機にチ
ャレンジしてみるのは如何でしょう．
◆ 地質調査総合センターの前身，地質調査所の黎明
期にライマンやナウマンといった外国地質調査研究

者が今日の日本の地質学に道筋をつけてくれました．
そのナウマンが計画した5葉の予察地質図を，元地質
調査所員の山田氏がシリーズで紹介していきます．
初回は東北部の予察地質図で，背景・概要・その意
義等を地質学者らしくまとめています．今後も次々と
続く予察地質図の紹介記事が期待されます．
◆ 続いては，私たちの周りにある自然起源の放射性
物質に焦点を当てて，その最近の動向について金井
ほかで紹介させて頂きました．放射線は私たちの生
活を良くもするし毒にもなります．その利用に当たっ
ての最近の状況をご理解いただければ幸いです．
◆オスロの第33回万国地質学会議の巡検で，玉生氏
はジオパークを見学してきましたので，その紹介をし
ていただいています．日本の地質とは異なる，様々な
地層・情景などの写真と，玉生氏の詠んだ俳句ととも
に，私たちもオスロの旅に出かけましょう．
◆ 2008年夏の地質分野の話題を提供する高橋氏の
紹介記事では，北欧の金属・非金属資源の論文紹介
で資源調査の重要性を伝えておりますが，前ジオパ
ーク記事の延長で北欧の地質を巡り回っているよう
に読み進むことができます．
◆ 次は，在バンコクのCCOPコーディネーターの村尾
氏から届いた，CCOP常駐代表が交代した旨の報告
です．
◆ 最後に東宮氏は，火山の多い国土に住む私達に，
分かり易い火山学の本の紹介をしています．
◆ 今年を顧みると，国内外において大きな地質災害
があり，地質調査総合センターでも関連した調査活動
や種々の広報活動・イベントなどを開催してきました．
この一年，地質ニュースのご愛読有り難うございまし
た．次号は2009年の新年号です．今年の一大イベン
ト「地質の日」の特集号の予定です．

（金井　豊）


